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Alcohol reduces airway hyperresponsiveness (AHR) and allergic airway inflammation in 
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 要 旨   
喘息における気道応答性亢進と炎症に関するエタノールの効果についてはほとんどわず

かな知見しかない。呼吸障害を持つ患者へのアルコール投与の歴史的経過ではアルコール

は気管拡張性の性質を持つことが示唆されている。我々は、アルコール曝露はアレルギー

性喘息モデルマウスの気道応答性亢進（AHR）と肺の炎症を変化させるという仮説を提唱

した。本研究は、この点について検証するため、BALB/c マウスに 18%アルコールまたは

水を摂取させ、卵白アルブミン（OVA）で感作し、そして、アレルギーを誘発させた。AHR
は人工呼吸あるいは気圧容積変動測定法で評価し、全肺抵抗または気道抵抗の指標である

enhanced pause（Penh）のいずれかで示した。気道炎症は気道支肺胞洗浄液（BALF）の

総細胞数と分化細胞数、BALF のサイトカインレベル、肺組織像、血清 IgE レベルで評価

した。 
 水を摂取させた対照マウスと比較してアルコール摂取マウスではメサコリンによる AHR
の上昇が有意に阻止された。アルコール摂取は総細胞数（64%）と肺への好酸球動員数（84%）

を低下させた。アルコール曝露はエタノール処置後 OVA を感作させたマウスの血清 IgE レ

ベルを低下させた。 
 これらの結果は、以前ヒトで臨床的に観察されたアルコールの気管拡張性について in 
vivo での基礎を提供し、これを実証するものである。そして、アレルギー性喘息モデルマ

ウスでアルコールはアレルギー性炎症性細胞を低下させることを初めて示した。 

 




